
【記入例１１】扶養協議書　　　　　　　　　　　　　　　　　
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生年月日





年　間





収入額





昭和○○年





○○月○日





なし





順位





1





昭和○○年





○○月○日





４２０万





2





昭和○年





○月○日





８０万





3





昭和○○年





○○月○日





４６０万





4





5





摘





　





要





　　　このたび扶養義務の順位につき、当事者間において協議の上、上記のとおり定めましたので

















扶





　





養





　





義





　





務





　





者





　2　扶養協議者のうち、所得がある者については、関係勤務先の非扶養証明書を添付すること。


　3　扶養協議者の収入額を比較できる所得額証明書等の証明書を添付すること。  


4　子の扶養の場合で、扶養協議者が組合員同士である場合、勤務先欄に所属所名及び組合員番号を


  　記入すること。この場合、所得額証明書の添付は不要となる。





　　　　平成　○○　年　○　月　○　日





　　　　　　　　所属所名　○○市立○○小学校





　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　組合員氏名　福　岡　　太　郎　　　　　　　印





注1　「扶養協議者」欄は、戸籍謄本にある扶養義務相当者全員を記載すること。





　母千代の遺族年金８０万円では、弟を扶養することは困難であり、





兄は遠隔地に居住しているため、同居している私が弟を扶養する。

















　　お届けします。





　　　公立学校共済組合福岡支部長　殿
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福岡　兄郎





兄





東京都○○区○○





○○工業株式会社





母





福岡市○○区○○





１丁目○－○





なし

















なし

















福岡　太郎





本人





福岡市○○区○○





１丁目○－○





福岡市立





○○小学校

















弟





福岡　千代





扶　　　養　　　協　　　議　　　書





被





扶





養





者





氏　　　名





組合員





と　の





続　柄





住　　　所





勤　務　先





印





福岡　弟郎





福岡市○○区○○





１丁目○－○





福





岡





福





岡





福





岡





福





岡








324

